
　3年生のみなさん

　最終貸出し日・返却日のお知らせです。

　□最終貸出し日・・・2月14日(火)

　□最終返却日・・・2月28日(火)

　リクエスト・新刊本は3年生へ優先的に届けるように

　します！返却忘れがないように気をつけてくださいね。

　図書館の利用は返却日以降も可能ですよ。

　1・2年生のみなさん

　□最終返却日・・・3月15日(水)

　これまでに借りた本は、上記の日には全て返却を終える

　ようにしてください。

　そして4月から、また新たに借りるようにしてくださいね。

　リクエストはずっと受け付けていますが、 スパイ教室 9 竹町 著 KADOKAWA

　本をお届けするのは4月以降になる可能性があります。 Re:ゼロから始める異世界生活 30-32 長月達平 著・KADOKAWA

　ご了承ください！ 世界最高の暗殺者、異世界貴族に転生する7 月夜涙 著・KADOKAWA

ミモザの告白 3 八目迷 著 小学館

本日、2月3日は節分の日ですね！

節分といえば、恵方巻・豆まき・鬼など色んなことが思い浮かぶ 1 江橋よしのり 著・小学館

のではないでしょうか。 ちはやふる(館内のみ) 49・50 末次由紀 著 講談社

「豆まき」は、昔中国で行われていた鬼追いの「追儺」という

行事と、日本の古くからつたわる邪気や鬼を追い払うために豆を

ぶつける「豆打ち」という風習が合わさってできたものです。

「鬼は外、福は内」と唱えながら投げて邪気を払い、

自分の年の数の豆を食べて1年の無事を祈ります。

シリーズやリクエストで入った本

怪獣8号 松本 直也[原]著, 安藤敬而 著・集英社

アオアシ

図書館だより 第11号

豊中市立第十三中学校 2023.02.03 049バ 都道府県のもちかた

人気お笑い芸人バカリズムさんが著者の本です。

あの県を持ったらどうなる？という不思議な視点から

面白く47都道府県が紹介されています。

バカリズム 著/ポプラ社

290セ

150セ 正解のない問題集
池上彰 監修/Gakken

お金のこと、勉強のこと、恋愛や結婚のことなど

人によって答えが異なるであろう30もの問題が載っている本

です。自分なりの「正解」を出してみてくださいね。

いきもの人生相談室480コ

世界の家の窓から

主婦の友社 編/主婦の友社

あなたの家の窓からはどんな景色が見えますか？

世界中の家の窓から見える風景や人物から、

国の違いや類似点など色んなことが見えてきます。

日本の政治がいつどんなことをしているのかが学べる1冊

です。通常国会や予算案の審議など、月ごとの行事やしく

みが詳しく紹介されています。

312ツ 月別カレンダーで1からわかる！日本の政治

伊藤賀一 監修/小峰書店

あなたのお悩み、いきものに相談してみてください。

学校のこと・家族のこと・恋愛のことなど、色んな悩みに

対して、いきものならではの回答が載っている本です。

お悩み解決だけじゃなく、動物のことも知ることができます！

小林百合子 文, 今泉忠明 監修, 小幡彩貴 絵/山と渓谷社

606イ 2025年大阪・関西万博SDGsガイドブック

稲葉茂勝 著, 多田孝志 監修/文研出版

2025年に開催される大阪・関西万博。

そもそも万博とは？開催の目的は？そしてSDGsとの

つながりは？そんな色んな万博の疑問を解消できる

ガイドブックです。今知っておくときっと2025年の

767ケ

986グ

K-POP bibimbap

豊中市の中学校司書がおすすめ本を紹介するリーフレット

「よめ～る」を作成しました！図書館に置いています。

桑畑優香 著ほか/池田書店

韓国カルチャーの入門書です。

K-POPをメインに、韓国ドラマや映画などエンタメから

それに伴う文化まで紹介されています。

戦争日記
オリガ・グレベンニク 著/河出書房新社

結城真一郎 著/新潮社

たった鉛筆1本で描いたウクライナ家族の日記

です。何が起きても身元がわかるようにと、

腕に名前や生年月日を書いておく。そんな常に

恐怖との隣り合わせな出来事が世界で今起きています。

913ユ

913ヨ

＃真相をお話しします

どんでん返しの新感覚ミステリーです。

ちょっと特殊な3つの短編が詰まっています。

栞と嘘の季節
米澤穂信 著/集英社

『本と鍵の季節』の続編です。図書委員の次郎と

詩門はある日、返却本の中から押し花の栞を見つ

ける。それは猛毒の花で、校舎の裏で栽培されて

いるのを見つけて…・

M ブラックジャック 1～17
手塚治虫 著/秋田書店

ブラックジャックを入れ直しました！

これまでになかった最終巻(17巻)もあります。

大切に読んでくださいね。※館内閲覧のみ

ついな
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